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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
担持体と、
　前記担持体にパターンを形成する形成部と、
　前記形成部により前記担持体に形成されたパターンを測定することにより画像形成に関
する複数の補正処理を実行する補正部と、
　前記各補正処理に対応する各発行条件を有し、当該発行条件を満たした補正処理の実行
タイミングを指示する実行要求を発行する発行部と、を備え、
　前記補正部は、実行要求が発行された一の補正処理の実行タイミングが到来した場合に
、他の補正処理の実行要求が発行されていなければ、当該一の補正処理だけを実行し、前
記他の補正処理の実行要求が発行されていれば、前記一の補正処理及び前記他の補正処理
を前記実行要求が指示する実行タイミングにかかわらず、予め定めた規定順序で実行する
、画像形成装置。
【請求項２】
請求項１記載の画像形成装置であって、
　前記規定順序は、前記一の補正処理及び前記他の補正処理の少なくともいずれか一方の
精度を向上させる順序である、画像形成装置。
【請求項３】
請求項１または２に記載の画像形成装置であって、
　前記複数の補正処理は、前記濃度補正処理と画像形成位置のずれ補正処理とを含み、
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　前記規定順序において、前記濃度補正処理の順位は前記画像形成位置のずれ補正処理よ
りも上位である、画像形成装置。
【請求項４】
請求項１から３のいずれか一項に記載の画像形成装置であって、
　前記複数の補正処理は、動的な画像形成位置のずれ補正と、静的な画像形成位置のずれ
補正とを含み、
　前記規定順序において、前記動的な画像形成位置のずれ補正の順位は前記静的な画像形
成位置のずれ補正よりも上位である、画像形成装置。
【請求項５】
担持体と、
　前記担持体にパターンを形成する形成部と、
　前記形成部により前記担持体に形成されたパターンを測定することにより画像形成に関
する複数の補正処理を実行する補正部と、
　前記各補正処理に対応する各発行条件を有し、当該発行条件を満たした補正処理の実行
タイミングを指示する実行要求を発行する発行部と、
　条件が成立するための基準が前記発行条件よりも低い緩和条件を有し、当該緩和条件を
満たした補正処理があるかどうかを判断する判断部とを備え、
　前記補正部は、実行要求が発行された一の補正処理の実行タイミングが到来した場合に
、
　他の補正処理が前記発行条件及び前記緩和条件を満たしていなければ、前記一の補正処
理だけを実行し、
　前記他の補正処理が少なくとも前記緩和条件を満たしていれば、前記一の補正処理及び
前記他の補正処理を前記実行要求が指示する実行タイミングにかかわらず、予め定めた規
定順序で実行する、画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置は、各画像形成部の構成部品（感光ドラムや露光部の光学部品等）の取付
位置のずれなどに起因する静的な位置ずれを補正する静的ずれ補正処理、感光ドラムやベ
ルトを支持するローラの偏心やこれらを回転駆動するギアのピッチの狂い等に起因する、
特定の周期を持った動的な位置ずれを動的ずれ補正処理や、濃度補正処理など、画像形成
に関する複数の補正処理を備える。
　従来の画像形成装置には、動的ずれ補正処理の次に静的ずれ補正処理を必ず行うべきと
し、常に両補正処理を１セットとして、この順序で続けて実行するようしたものがある（
下記特許文献１）。
【特許文献１】特開平１０－３１８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
しかしながら、上記従来の画像形成装置では、一方の補正処理のみが必要な場合であって
も常に２つの補正処理がセットで実行されてしまう、という不都合があった。そうかとい
って上記順序を全く無視することは好ましくない。なお、このような問題は、位置ずれ補
正処理に限らず、濃度補正処理など他の補正処理についても同様に生じ得る。
【０００４】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、その目的は、複数の補
正処理を、互いに独立に実行可能としつつ、予め定めた規定順序に反することを抑制する
ことが可能な画像形成装置を提供するところにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（１）上記の目的を達成するための手段として、本発明に係る画像形成装置は、担持体
と、前記担持体にパターンを形成する形成部と、前記形成部により前記担持体に形成され
たパターンを測定することにより画像形成に関する複数の補正処理を実行する補正部と、
前記各補正処理に対応する各発行条件を有し、当該発行条件を満たした補正処理の実行タ
イミングを指示する実行要求を発行する発行部と、を備え、前記補正部は、実行要求が発
行された一の補正処理の実行タイミングが到来した場合に、他の補正処理の実行要求が発
行されていなければ、当該一の補正処理だけを実行し、前記他の補正処理の実行要求が発
行されていれば、前記一の補正処理及び前記他の補正処理を前記実行要求が指示する実行
タイミングにかかわらず、予め定めた規定順序で実行する。
【０００６】
　この発明によれば、実行要求が発行された一の補正処理の実行タイミングが到来した場
合に、他の補正処理の実行要求が発行されていなければ、当該一の補正処理だけを実行す
る。これにより、無駄な補正処理の実行を抑制することができる。また、他の補正処理の
実行要求が発行されていれば、一の補正処理及び他の補正処理を実行要求が指示する実行
タイミングにかかわらず、予め定めた規定順序で実行する。これにより、複数の補正処理
が予め定めた規定順序に反して実行されることを抑制することができる。
【０００７】
　（２）本発明は、前記規定順序は、前記一の補正処理及び前記他の補正処理の少なくと
もいずれか一方の精度を向上させる順序としてもよい。
　この発明によれば、補正精度を向上させることができる。
【０００８】
【０００９】
　（３）本発明は、前記複数の補正処理が、前記濃度補正処理と画像形成位置のずれ補正
処理とを含み、前記規定順序において、前記濃度補正処理の順位は前記画像形成位置のず
れ補正処理よりも上位としてもよい。
【００１０】
　この発明によれば、先に濃度補正処理を実行して濃度を適切な値に補正することで、そ
の後に実行する画像形成位置のずれ補正の精度低下を抑制することができる。
【００１１】
　（４）本発明は、前記複数の補正処理が、動的な画像形成位置のずれ補正と、静的な画
像形成位置のずれ補正とを含み、前記規定順序において、前記動的な画像形成位置のずれ
補正の順位は前記静的な画像形成位置のずれ補正よりも上位としてもよい。
【００１２】
　この発明によれば、先に動的な画像形成位置のずれ補正を実行し、その後に静的な画像
形成位置のずれ補正を実行することで、静的な画像形成位置のずれ補正の精度低下を抑制
することができる。
　（５）本発明に係る画像形成装置は、担持体と、前記担持体にパターンを形成する形成
部と、前記形成部により前記担持体に形成されたパターンを測定することにより画像形成
に関する複数の補正処理を実行する補正部と、前記各補正処理に対応する各発行条件を有
し、当該発行条件を満たした補正処理の実行タイミングを指示する実行要求を発行する発
行部と、条件が成立するための基準が前記発行条件よりも低い緩和条件を有し、当該緩和
条件を満たした補正処理があるかどうかを判断する判断部とを備え、前記補正部は、実行
要求が発行された一の補正処理の実行タイミングが到来した場合に、他の補正処理が前記
発行条件及び前記緩和条件を満たしていなければ、前記一の補正処理だけを実行し、前記
他の補正処理が少なくとも前記緩和条件を満たしていれば、前記一の補正処理及び前記他
の補正処理を前記実行要求が指示する実行タイミングにかかわらず、予め定めた規定順序
で実行する。
　この発明によれば、補正部は、発行条件よりも緩やかな緩和条件を満たした補正処理に



(4) JP 4661950 B2 2011.3.30

10

20

30

40

50

ついては実行要求が発行されているとみなす。これにより、例えば間もなく発行条件を満
たす補正処理を含めて規定順序で実行させることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、複数の補正処理を、互いに独立に実行可能としつつ、予め定めた規定
順序に反することを抑制することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に本発明の一実施形態について図を参照して説明する。
【００１５】
　（プリンタの全体構成）
　図１は、本発明の画像形成装置の一例であるプリンタ１の概略構成を示す側断面図であ
る。本プリンタ１は例えば４色（ブラックＫ、イエローＹ、マゼンタＭ、シアンＣ）のト
ナーを用いてカラー画像を形成するダイレクトタンデム式のカラープリンタである。以下
の説明においては、図１における左側を前方とする。また、図１において、各色間で同一
の構成部品については、適宜符号を省略する。
【００１６】
　プリンタ１は、ケーシング２を備えており、その上面には開閉可能なカバー２Ａが設け
られている。また、ケーシング２内の底部には、複数のシート材３（用紙など　画像形成
媒体の一例）を積載可能な供給トレイ４が設けられている。供給トレイ４の前端上方には
送り出しローラ５が設けられており、この送り出しローラ５の回転に伴って供給トレイ４
内の最上位に積載されたシート材３がレジストローラ６へ送り出される。レジストローラ
６は、シート材３の斜行補正を行った後、そのシート材３をベルトユニット１１上へ搬送
する。
【００１７】
　ベルトユニット１１は、前側に配置されたベルト支持ローラ１２Ａと、後側に配置され
たベルト駆動ローラ１２Ｂとの間に、ポリカーボネート等からなる環状のベルト１３（本
発明の「担持体」の一例）を張架した構成となっている。ベルト１３の内側には、後述す
る各プロセス部１９Ｋ～１９Ｃの感光ドラム２８とベルト１３を挟んで対向する位置に転
写ローラ１４が設けられている。ベルトユニット１１は、ケーシング２のカバー２Ａを開
け、各プロセス部１９Ｋ～１９Ｃを取り外した状態で、ケーシング２に対して着脱可能で
ある。
【００１８】
　ベルト駆動ローラ１２Ｂは、ベルトユニット１１がケーシング２内に装着された状態に
おいて、ケーシング２内に設けられた駆動モータ４７（図２参照）と図示しないギア機構
を介して連結される。そして、駆動モータ４７の動力によりベルト駆動ローラ１２Ｂが回
転駆動されることで、ベルト１３が図示時計周り方向に循環移動し、それによりベルト１
３上面に静電吸着されたシート材３が後方に搬送される。
【００１９】
　また、ベルト１３の下面に対向して、ベルト１３上に形成されるパターン等を検出する
ためのパターン検出センサ１５が設けられている。パターン検出センサ１５は、光源より
ベルト１３に光を当てたときの反射光をフォトダイオードで受光し、受光した光の強度に
対応した電気信号を出力する。また、ベルトユニット１１の下側には、ベルト１３表面に
付着したトナーや紙粉等を回収するクリーニング装置１６が設けられている。
【００２０】
　ベルトユニット１１の上方には、４つの露光部１７Ｋ，１７Ｙ，１７Ｍ，１７Ｃと、４
つのプロセス部１９Ｋ，１９Ｙ，１９Ｍ，１９Ｃとが前後方向に並んで設けられている。
露光部１７Ｋ～１７Ｃ、プロセス部１９Ｋ～１９Ｃ及び既述の転写ローラ１４は、それぞ
れ一つずつで一組の画像形成部２０Ｋ，２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ（本発明の「形成部」の
一例）を構成しており、プリンタ１全体では、ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの
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各色に対応した４組の画像形成部２０Ｋ，２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃが設けられている。
【００２１】
　各露光部１７Ｋ～１７Ｃは、カバー２Ａの下面に支持されており、その下端部に複数の
ＬＥＤが一列に並んで設けられたＬＥＤヘッド１８を備えている。各露光部１７Ｋ～１７
Ｃは、形成すべき画像データに基づいて発光制御され、ＬＥＤヘッド１８から対応する感
光ドラム２８の表面に一ラインごとに光を照射することで露光を行う。
【００２２】
　各プロセス部１９Ｋ～１９Ｃは、カートリッジフレーム２１と、このカートリッジフレ
ーム２１に対し着脱可能に装着される現像カートリッジ２２とを備えている。カバー２Ａ
を開放すると、各露光部１７Ｋ～１７Ｃがカバー２Ａと共に上方に退避して、各プロセス
部１９Ｋ～１９Ｃがケーシング２に対して個別に着脱可能となる。
【００２３】
　現像カートリッジ２２は、現像剤である各色のトナーを収容するトナー収容室２３を備
え、その下側に供給ローラ２４、現像ローラ２５、層厚規制ブレード２６等を備えている
。トナー収容室２３から放出されたトナーは、供給ローラ２４の回転により現像ローラ２
５に供給され、供給ローラ２４と現像ローラ２５との間で正に摩擦帯電される。さらに、
現像ローラ２５上に供給されたトナーは、現像ローラ２５の回転に伴って、層厚規制ブレ
ード２６と現像ローラ２５との間に進入し、ここでさらに十分に摩擦帯電されて、一定厚
さの薄層として現像ローラ２５上に担持される。
【００２４】
　カートリッジフレーム２１の下部には、表面が正帯電性の感光層によって覆われた感光
ドラム２８と、スコロトロン型の帯電器２９とが設けられている。画像形成時には、感光
ドラム２８が回転駆動され、それに伴って感光ドラム２８の表面が帯電器２９により一様
に正帯電される。そして、その正帯電された部分が露光部１７Ｋ～１７Ｃの走査により露
光されて、感光ドラム２８の表面に静電潜像が形成される。
【００２５】
　次いで、現像ローラ２５上に担持され正帯電されているトナーが感光ドラム２８表面の
静電潜像に供給され、これにより感光ドラム２８の静電潜像が可視像化される。その後、
各感光ドラム２８の表面上に担持されたトナー像は、シート材３が感光ドラム２８と転写
ローラ１４との間の各ニップ位置を通過する間に、転写ローラ１４に印加される負極性の
転写電圧によってシート材３上に順次転写される。トナー像が転写されたシート材３は、
次に定着器３１に搬送され、そこでトナー像が熱定着され、その後、そのシート材３は上
方へ搬送され、カバー２Ａの上面に排出される。
【００２６】
　（プリンタの電気的構成）
　図２は、プリンタ１の電気的構成を概略的に示すブロック図である。
【００２７】
　プリンタ１は、同図に示すように、ＣＰＵ４０、ＲＯＭ４１、ＲＡＭ４２、ＮＶＲＡＭ
（不揮発性メモリ）４３、ネットワークインターフェイス４４を備え、これらに既述の画
像形成部２０Ｋ～２０Ｃ、パターン検出センサ１５や、表示部４５、操作部４６、駆動モ
ータ４７などが接続されている。
【００２８】
　ＲＯＭ４１には、後述する各種の補正処理など、このプリンタ１の動作を実行するため
のプログラムが記憶されており、ＣＰＵ４０は、ＲＯＭ４１から読み出したプログラムに
従って、その処理結果をＲＡＭ４２またはＮＶＲＡＭ４３に記憶させながら各部の制御を
行う。ネットワークインターフェイス４４は、通信回線を介して外部のコンピュータ（図
示せず）等に接続され、これにより相互のデータ通信が可能となっている。
【００２９】
　表示部４５は、液晶ディスプレイやランプ等を備え、各種の設定画面や装置の動作状態
等を表示することが可能である。操作部４６は、複数のボタンを備え、ユーザにより各種
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の入力操作が可能である。駆動モータ４７は、複数のモータからなり、図示しないギア機
構を介して既述のレジストローラ６、ベルト駆動ローラ１２Ｂ、現像ローラ２５、感光ド
ラム２８等を回転駆動させる。
【００３０】
　（各種の補正処理）
　ＣＰＵ４０は、動的補正処理、静的補正処理、現像バイアス補正処理及びガンマ補正処
理を実行可能である。このときＣＰＵ４０は本発明の「補正部」として機能する。これら
の補正は、それぞれＮＶＲＡＭ４３に記憶された静的補正値、動的補正値、バイアス補正
値及びガンマ補正値に基づいて行われる。
【００３１】
　（１）動的補正処理
　図３は、動的検出用のパターンＰ１を示す図である。
【００３２】
　動的補正処理は、特定の周期を有する動的な画像形成位置のずれを補正するための処理
である。ＣＰＵ４０は、動的補正処理を開始すると、各画像形成部２０Ｋ～２０Ｃにより
ベルト１３上に動的検出用のパターンＰ１を形成する。ここでは、ＮＶＲＡＭ４３に記憶
された静的補正値、動的補正値、バイアス補正値を読み出し、バイアス補正値に基づいて
各現像ローラ２５に与える現像バイアス値（電圧値）を変更することでパターンＰ１の濃
度を補正し、さらに静的補正値及び動的補正値に基づいて各ラインの書き出しタイミング
を補正する。これにより、ＮＶＲＡＭ４３に記憶された直近の上記静的補正値、動的補正
値、バイアス補正値に基づき静的位置ずれ、動的位置ずれ及び濃度のずれが補正された状
態でパターンＰ１が形成される。
【００３３】
　動的検出用のパターンＰ１は、図３に示すように、主走査方向（ベルト１３の幅方向）
に細長い各色のマーク５１Ｋ，５１Ｙ（ここではブラックとイエローのみを図示）を、各
色ごとに副走査方向（ベルト１３の移動方向）に並べて配置したものである。隣り合う同
色のマーク５１Ｋ，５１Ｙの間隔は、各マーク５１Ｋ，５１Ｙが位置ずれのない理想位置
に形成された場合に等しくなるよう構成されている。また、感光ドラム２８の回転ムラに
起因する動的な位置ずれの量を把握する場合、各色のマーク５１Ｋ，５１Ｙ群の副走査方
向の長さは、少なくとも感光ドラム２８の周長よりも大きく、例えば感光ドラム２８の周
長の整数倍とされる。
【００３４】
　続いてＣＰＵ４０は、各色のマーク５１Ｋ，５１Ｙがパターン検出センサ１５の検出位
置を通過するタイミングをパターン検出センサ１５からの信号により測定し、その結果に
基づいて、感光ドラム２８の回転周期に一致する周期的な位置ずれ量を検出する。より詳
細には、感光ドラム２８の回転周期を複数の区間に分け、各区間ごとに対応するマーク５
１Ｋ，５１Ｙの理想位置からのずれ量を求め、それらの平均値をその区間の動的な位置ず
れ量とする。そして、その動的な位置ずれ量を打ち消すための補正値をＮＶＲＡＭ４３等
に記憶された対応する区間の動的補正値に加算することでその値を更新し、この動的補正
処理を終了する。
【００３５】
　（２）静的補正処理
　図４は、静的検出用のパターンＰ２を示す図である。
【００３６】
　静的補正処理は、静的な画像形成位置のずれを補正するための処理である。ＣＰＵ４０
は、静的補正処理を開始すると、各画像形成部２０Ｋ～２０Ｃによりベルト１３上に静的
検出用のパターンＰ２を形成する。ここでは、ＮＶＲＡＭ４３に記憶された静的補正値、
動的補正値及びバイアス補正値を読み出し、バイアス補正値に基づいて各現像ローラ２５
に与える現像バイアス値を変更することでパターンＰ２の濃度を補正し、さらに静的補正
値、動的補正値に基づいて各ラインの書き出しタイミングを補正する。これにより、ＮＶ
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ＲＡＭ４３に記憶された直近の静的補正値、動的補正値及びバイアス補正値に基づき静的
位置ずれ、動的位置ずれ及び濃度のずれが補正された状態で、パターンＰ２が形成される
。
【００３７】
　静的検出用のパターンＰ２は、図４に示すように、主走査方向に細長い各色のマーク５
０Ｋ，５０Ｙ，５０Ｍ，５０Ｃから構成され、ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの
順に並んだ４つのマーク５０Ｋ～５０Ｃを一組として、複数組のマーク５０Ｋ～５０Ｃを
副走査方向に間隔を開けてベルト１３の全周にわたって配置したものである。隣り合うマ
ーク５０Ｋ～５０Ｃの間隔は、各マーク５０Ｋ～５０Ｃが位置ずれのない理想位置に形成
された場合に等しくなるように構成されている。また、このパターンＰ２においては、隣
り合うマーク５０Ｋ～５０Ｃの間隔が動的補正用のパターンＰ１の各マーク５１Ｋ，５１
Ｙの間隔よりも大きくされている。また、パターンＰ２の副走査方向の長さは、少なくと
も感光ドラム２８の周長よりも大きく、例えば感光ドラム２８の周長の整数倍とされてい
る。
【００３８】
　続いてＣＰＵ４０は、各組のマーク５０Ｋ～５０Ｃについて、各マーク５０Ｋ～５０Ｃ
がパターン検出センサ１５の検出位置を通過するタイミングをパターン検出センサ１５か
らの信号により測定し、その結果に基づいてブラック（基準色という）のマーク５０Ｋを
基準とする他の色（補正色という）のマーク５０Ｙ，５０Ｍ，５０Ｃの副走査方向の位置
ずれ量を求める。そして、各補正色の位置ずれ量について、全組の平均値をそれぞれ算出
し、この平均値の位置ずれを打ち消す値をＮＶＲＡＭ４３等に記憶された各補正色の静的
補正値に加算することでその値を更新し（Ｓ２０４）、この静的補正処理を終了する。
【００３９】
　（３）現像バイアス補正処理
　現像バイアス補正処理は、プリンタ１のＣＰＵ４０自身が指示する理想濃度と、各画像
形成部２０Ｋ～２０Ｃが実際に形成したパターンの濃度とのずれを補正するための処理で
ある。ＣＰＵ４０は、各画像形成部２０Ｋ～２０Ｃによりベルト１３上に濃度パターン（
図示せず）を形成する。ここでは、ＮＶＲＡＭ４３に記憶された静的補正値、動的補正値
及びバイアス補正値を読み出し、バイアス補正値に基づいて各現像ローラ２５に与える現
像バイアス値を変更することで濃度パターンの濃度を補正し、さらに静的補正値及び動的
補正値に基づいて各ラインの書き出しタイミングを補正する。これにより、ＮＶＲＡＭ４
３に記憶された直近の静的補正値、動的補正値及びバイアス補正値に基づき静的位置ずれ
、動的位置ずれ及び濃度のずれが補正された状態で、濃度パターンが形成される。
【００４０】
　ここで、使用する濃度パターンは、例えば各色ごとに所定濃度（例えば１００％）の濃
度マークを有している。そして、ＣＰＵ４０は、パターン検出センサ１５における受光量
に基づき各濃度マークの濃度を測定し、その結果に基づいて形成する画像の濃度が理想濃
度となるようなバイアス補正値を求めてその値を更新する。
【００４１】
　（４）ガンマ補正処理
　ガンマ補正処理は、外部のコンピュータによる指示濃度（指示階調）とプリンタ１自身
の出力濃度とのずれを補正するための処理である。ＣＰＵ４０は、各画像形成部２０Ｋ～
２０Ｃによりベルト１３上に階調パターン（図示せず）を形成する。ここでは、ＮＶＲＡ
Ｍ４３に記憶された静的補正値、動的補正値及びバイアス補正値を読み出し、バイアス補
正値に基づいて各現像ローラ２５に与える現像バイアス値を変更することで階調パターン
の濃度を補正し、さらに静的補正値及び動的補正値に基づいて各ラインの書き出しタイミ
ングを補正する。これにより、ＮＶＲＡＭ４３に記憶された直近の静的補正値、動的補正
値及びバイアス補正値に基づき静的位置ずれ、動的位置ずれ及び濃度のずれが補正された
状態で、階調パターンが形成される。
【００４２】
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　ここで、使用する階調パターンは、例えば所定濃度間隔（例えば２０％）ごとに濃度が
異なる複数のマークを、各色ごとに有している。そして、ＣＰＵ４０は、パターン検出セ
ンサ１５における受光量に基づき各マークの濃度を測定し、マーク間の濃度の相対関係か
ら各色の濃度の変化特性を特定し、その結果に基づいて、当該変化特性と、外部のコンピ
ュータによる上記指示階調との相対関係テーブルを作成する。
【００４３】
　（各補正処理の実行要求の発行条件、実行タイミング）
　各補正処理の実行要求の発行条件と、各実行要求が指示する実行タイミングは次の通り
である。なお、実行タイミングの種類には例えば次のものがある。
　「即実行」：発行条件が満たされた場合に即時に実行すること
　「ジョブ前実行」：画像形成指令後、印刷ジョブについて画像形成処理を開始する前（
より具体的には図５の準備処理（Ｓ１３）の前）に実行すること
　「頁前実行」：印刷ジョブ中の各頁ごとの画像形成処理（図５のＳ１７）を開始する前
に実行すること　より具体的には、画像形成指令後から当該１頁の画像形成処理前、１頁
の画像形成処理後から２頁の画像形成処理前、３頁の画像形成処理後から４頁の画像形成
処理前・・・に実行する。
【００４４】
　（１）動的補正処理
　［発行条件１－１］
　ユーザによる操作部４６からの指示や、外部のコンピュータからの指示があった場合　
（実行タイミング：即実行）
【００４５】
　（２）静的補正処理
　［発行条件２－１］
　カバー２Ａが開かれた場合　（実行タイミング：即実行）
　［発行条件２－２］
　プリンタ１の電源オン時に、前回の静的補正処理の実行時から第１基準時間（例えば２
時間）以上経過している場合　（実行タイミング：即実行）
　［発行条件２－３］
　連続印刷が第２基準時間（例えば３０分）以上継続している場合　（実行タイミング：
頁前実行）
　なお、連続印刷とは、例えば、複数のシート材３について画像形成処理が連続的に行わ
れる場合や、規定時間内に画像形成処理が実行されたシート材３の枚数が所定枚数以上の
場合である。
　［発行条件２－４］
　間欠印刷が第３基準時間（例えば２時間）以上継続している場合　（実行タイミング：
頁前実行）
　なお、間欠印刷とは、例えば、複数のシート材３について画像形成処理が間欠的に行わ
れる場合や、規定時間内に画像形成処理が実行されたシート材３の枚数が所定枚数未満の
場合である。
　［発行条件２－５］
　ユーザによる操作部４６からの指示や、外部のコンピュータからの指示があった場合　
（実行タイミング：即実行）
【００４６】
　（３）現像バイアス補正処理
　［発行条件３－１］
　前回の現像バイアス補正処理の実行時から第４基準時間（例えば２４時間）以上経過し
ている場合　（実行タイミング：ジョブ前実行）
　［発行条件３－２］
　図示しない温度センサによりプリンタ１内温度が規定値以上変化したことを検知した場
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合　（実行タイミング：ジョブ前実行）
　［発行条件３－３］
　図示しない新品検知センサにより少なくとも１つの現像カートリッジ２２が新品に交換
された場合　（実行タイミング：即実行）
【００４７】
　（４）ガンマ補正処理
　［発行条件４－１］
　ユーザによる操作部４６からの指示や、外部のコンピュータからの指示があった場合　
（実行タイミング：即実行）
【００４８】
　（補正処理の規定順序）
　本実施形態では、補正処理の好ましい規定順序は次の通りである。
　１位：現像バイアス補正処理
　２位：ガンマ補正処理
　３位：動的補正処理
　４位：静的補正処理
【００４９】
　各パターンの濃度がずれていると、同じ画像形成位置に形成されたマークであっても、
濃度がずれる前と後では、当該マークに対応するパターン検出センサ１５での受光量が変
化する。このために、マークの検出位置がずれて、その結果、画像形成位置のずれ量を精
度よく検出することが難しくなる。従って、現像バイアス補正処理は、動的補正処理及び
静的補正処理よりも先に実行することが好ましい。
【００５０】
　また、ガンマ補正処理は、現像バイアス補正処理によりプリンタ１自身の内部的な濃度
ずれを補正した上で実行することが好ましい。そこで、ガンマ補正処理を現像バイアス補
正処理の直後に行うことが好ましい。
【００５１】
　また、動的な画像形成位置のずれを補正しなければ、静的な画像形成位置のずれを測定
することは難しい。そこで、動的補正処理の後に静的補正処理を実行することが好ましい
。なお、この規定順序は、ユーザによる操作部４６からの指示や、外部のコンピュータか
らの指示により設定変更できるようにしてもよい。
【００５２】
　（発行処理）
　ＣＰＵ４０は、上記複数の発行条件のどれかが満たされるかどうかを定期的に監視し、
発行条件が満たされた補正処理について、当該発行条件に対応する実行タイミングで実行
すべき実行要求を発行する。具体的には発行要求フラグを例えばＮＶＲＡＭ４３に書き込
む。このときＣＰＵ４０は本発明の「発行部」として機能する。
【００５３】
　（補正制御処理）
　図５は、補正制御処理を示すフローチャートである。プリンタ１の電源をオンすると、
ＣＰＵ４０は補正制御処理を定期的に実行する。この補正制御処理では、実行要求が発行
された一の補正処理の実行タイミングが到来した場合に、他の補正処理の実行要求が発行
されていなければ、一の補正処理だけを実行し、他の補正処理の実行要求が発行されてい
れば、一の補正処理及び他の補正処理を実行要求の発行順序及び実行タイミングの先後に
かかわらず、上記規定順序で実行する。
【００５４】
　具体的には、ＣＰＵ４０は、Ｓ１で画像形成指令があるかどうかを判断する。この画像
形成指令は、例えばユーザによる操作部４６からの指示や、外部のコンピュータからの指
示によるものである。画像形成指令がなければ（Ｓ１：ＮＯ）、Ｓ３に進む。
【００５５】
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　Ｓ３では、「即実行」の実行要求が発行されているかどうかを判断する。その実行要求
が発行されていなければ（Ｓ３：ＮＯ）、Ｓ１に戻る。即実行の実行要求が発行されてい
れば（Ｓ３：ＹＥＳ），Ｓ５に進む。
【００５６】
　一方、画像形成指令があれば（Ｓ１：ＹＥＳ）、Ｓ１１で「即実行」及び「ジョブ前実
行」の少なくともいずれかが発行されているかを判断する。発行されていれば（Ｓ１１：
ＹＥＳ）、Ｓ５に進む。発行されていなければ（Ｓ１１：ＮＯ）、Ｓ１３で画像形成の準
備処理を行う。例えば上記画像形成指令に対応するジョブの画像データの展開処理などを
行い、Ｓ１５に進む。
【００５７】
　Ｓ１５では、「即実行」、「ジョブ前実行」及び「頁前実行」の少なくともいずれかが
発行されているかを判断する。発行されていれば（Ｓ１５：ＹＥＳ）、Ｓ５に進む。発行
されていなければ（Ｓ１５：ＮＯ）、Ｓ１７で上記画像データに基づき画像形成処理を実
行し、当該画像データについて未処理の頁があれば（Ｓ１９：ＹＥＳ）Ｓ１３に戻り、全
頁処理を終了していれば（Ｓ１９：ＮＯ）、本補正制御処理を終了する。
【００５８】
　さて、上述のように、「即実行」、「ジョブ前実行」及び「頁前実行」のいずれかの実
行タイミングが到来したときに、Ｓ５に進む。Ｓ５では、この実行タイミングが到来して
いる補正処理（以下「実行補正処理」という）以外に、実行要求が発行されているが実行
タイミングを待っている補正処理（以下、「待機補正処理」という）があるかどうかを判
断する。具体的には、ＮＶＲＡＭ４３に他の発行要求フラグが書き込まれているかどうか
を判断する。
【００５９】
　更に、ＣＰＵ４０は、上記実行タイミングが到来したときに、上記各発行条件よりも緩
やかな緩和条件を満たした補正処理（以下、「発行前補正処理」という）があるかどうか
を判断する。この緩和条件は、実行要求が間もなく発行されることを検知するための条件
である。例えば、上記［発行条件２－２］に対して第１基準時間よりも短い基準時間が設
定されるものや、上記［発行条件２－３］に対して第２基準時間よりも短い基準時間が設
定されるものがある。また、上記［発行条件３－１］に対して第４基準時間よりも短い基
準時間が設定されるものや、上記［発行条件３－２］に対して規定値よりも小さい値が設
定されるものがある。
【００６０】
　そして、上記待機補正処理及び発行前補正処理のいずれもなければ（Ｓ５：ＮＯ）、Ｓ
９で、実行補正処理を単独実行し本補正制御処理を終了する。一方、上記待機補正処理及
び発行前補正処理のいずれかがあれば（Ｓ５：ＹＥＳ）、Ｓ７で実行補正処理、待機補正
処理及び発行前補正処理について、それらの実行要求の発行順序及び実行タイミングの先
後にかかわらず、上記規定順序に従って順に実行し、本補正制御処理を終了する。
【００６１】
　図６，７は各補正処理の実行要求の発行及び実行タイミングを示したタイムチャートで
ある。
　（１）ケース１
　このケース１は、図６に示すように、プリンタ１の電源がオフされてから２４時間以上
経過後に電源がオンされた場合である。この場合、静的補正処理の［発行条件２－２］を
満たすため、静的補正処理について即実行の実行要求が発行される。また、現像バイアス
補正処理の［発行条件３－１］を満たすため、現像バイアス補正処理についてジョブ前実
行の実行要求が発行される。
【００６２】
　ここで、仮に、各実行要求どおりの実行タイミングに従うと、静的補正処理を行った後
に現像バイアス補正処理を行うことになる。しかし、これでは、前述したように、パター
ンＰ２の濃度のずれにより静的補正処理の精度が低下してしまうおそれがある。
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【００６３】
　これに対して、本実施形態では、即実行の実行要求があるので（Ｓ３：ＹＥＳ）、待機
補正処理か発行前補正処理があるかどうかを判断する。このケースでは待機補正処理とし
て現像バイアス補正処理がある。そこで、上記規定順序に従って、まず現像バイアス補正
処理を行った後に引き続き静的補正処理を行う。これにより、精度よく静的補正処理を行
うことができる。
【００６４】
　（２）ケース２
　このケース２は、図７に示すように、プリンタ１の内部温度が規定値以上変化したと検
知された状態で、且つ、ジョブの複数頁について画像形成処理をしている途中で連続印刷
が３０分以上継続したという条件を満たした場合である。この場合、静的補正処理の［発
行条件２－３］を満たすため、静的補正処理について頁前実行の実行要求が発行される。
また、現像バイアス補正処理の［発行条件３－２］を満たすため、現像バイアス補正処理
についてジョブ前実行の実行要求が発行される。
【００６５】
　ここで、仮に、各実行要求どおりの実行タイミングに従うと、静的補正処理は次の頁の
画像形成処理（Ｓ１７）の前に実行されるが、現像バイアス補正処理は次のジョブについ
て画像形成処理が開始されなければ実行されない。しかし、これでは、前述したように、
パターンＰ２の濃度のずれにより静的補正処理の精度が低下してしまうおそれがある。
【００６６】
　これに対して、本実施形態では、頁前実行の実行要求があるので（Ｓ１５：ＹＥＳ）、
待機補正処理か発行前補正処理があるかどうかを判断する。このケースでは待機補正処理
として現像バイアス補正処理がある。そこで、上記規定順序に従って、まず現像バイアス
補正処理を行った後に引き続き静的補正処理を行う。これにより、精度よく静的補正処理
を行うことができる。
【００６７】
　（本実施形態の効果）
　（１）この実施形態によれば、実行要求が発行された一の補正処理の実行タイミングが
到来した場合に、他の補正処理の実行要求が発行されていなければ、当該一の補正処理だ
けを実行する。これにより、無駄な補正処理の実行を抑制することができる。また、他の
補正処理の実行要求が発行されていれば、一の補正処理及び他の補正処理を実行要求が指
示する実行タイミングにかかわらず、予め定めた規定順序で実行する。これにより、複数
の補正処理が当該規定に反して実行されることを抑制することができる。
【００６８】
　（２）ＣＰＵ４０は、発行条件よりも緩やかな緩和条件を満たした補正処理については
実行要求が発行されているとみなす。これにより、例えば間もなく発行条件を満たす補正
処理を含めて予め定めた規定順序で実行させることができる。例えば、静的補正処理の実
行タイミングにおいて、動的補正処理の実行要求が発行され、かつ、現像バイアス補正処
理が発行条件は満たしていないが緩和要件を満たしている場合には、ＣＰＵ４０は、上記
規定順序に従って、現像バイアス補正処理、動的補正処理、静的補正処理の順に実行する
。
【００６９】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような種々の態様も本発明の技術的範囲に含まれる。特に、各実施形態の構成要素
のうち、最上位の発明の構成要素以外の構成要素は、付加的な要素なので適宜省略可能で
ある。
【００７０】
　（１）上記実施形態では、規定順序は、一の補正処理及び他の補正処理の少なくともい
ずれか一方の精度を向上させる順序であったが、本発明はこれに限られない。例えば所要
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時間が短い順とし、途中でプリンタ１の電源がオフされたりエラーが発生したりした場合
になるべく多くの補正処理を完了させるようにしてもよい。また、ユーザが希望する順序
としてもよい。
【００７１】
　（２）上記実施形態では、パターンの濃度の補正方法として、現像バイアス補正を例に
挙げて説明したが、本発明はこれに限られない。例えば露光部の露光強度、転写バイアス
や、画像データのディザマトリックスパターンなどを変更するようにしてもよい。
【００７２】
　（３）上記実施形態では、本発明をダイレクトタンデム方式のプリンタに適用したもの
を示したが、本発明は、例えば、中間転写方式のプリンタや、インクジェットなどの他の
方式の画像形成装置にも適用することができる。また、上実施形態では、検出用のパター
ンを形成する担持体として、ベルトを用いたものを示したが、例えば感光ドラム、感光ベ
ルトや、中間転写ベルト、中間転写ドラム、転写ドラムなど他の部材を用いても良い。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の一実施形態におけるプリンタの概略構成を示す側断面図
【図２】プリンタの電気的構成を概略的に示すブロック図
【図３】動的検出用のパターンを示す図
【図４】静的検出用のパターンを示す図
【図５】補正制御処理を示すフローチャート
【図６】各補正処理の実行要求の発行及び実行タイミングを示したタイムチャート（ケー
ス１）
【図７】各補正処理の実行要求の発行及び実行タイミングを示したタイムチャート（ケー
ス２）
【符号の説明】
【００７４】
１...プリンタ（画像形成装置）
１３...ベルト（担持体）
２０Ｋ～２０Ｃ...画像形成部（形成部）
４０...ＣＰＵ（補正部、発行部）
Ｐ１，Ｐ２...パターン
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